
社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会　（連絡先）　〒１０１－００２５　東京都千代田区神田佐久間町２－１（奥田ビル）ＴＥＬ０３－５８３５－５７１１　ＦＡＸ０３－５８３５－５７５７
発行人　髙間專逸　　URL　http://www.zenkoupren.org/　　eメール　info@zenkoupren.org

（１） ㈳全高Ｐ連会報〈第６８号〉

全高Ｐ連ＨＰでもご覧になれます。　URL:http://www.zenkoupren.org/

平成２２年１２月１５日

第
六
十
回
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
東
京
大

会
が
、﹁
人
間
力
を
育
て
て

作
ろ
う
　
大
き
な
輪
﹂
︱
家

庭
・
学
校
・
地
域
・
社
会
　

心
と
心
を
つ
な
げ
よ
う
︱
を

テ
ー
マ
に
八
月
十
九
日（
木
）

か
ら
二
十
一
日（
土
）
ま
で

開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
連
日

に
わ
た
っ
て
記
録
的
な
猛
暑

が
続
い
た
が
、
日
本
全
国
各

地
か
ら
一
万
一
千
五
百
余
名

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
及
び
関
係
者

が
参
加
し
、
熱
気
あ
ふ
れ
る

大
会
と
な
っ
た
。

十
九
日
　
前
日
会
議
︽
国
立

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー
︾

・
大
会
運
営
会
議

・
分
科
会
別
会
議

・
全
国
事
務
局
長
会
議

・
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

二
十
日
　
開
会
式
︽
日
本
武

道
館
︾

・
開
会
式

・
表
彰
式

・
基
調
講
演

・
分
科
会

開
会
式
の
前
に
は
、
高
校

生
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
い
ず
れ
の
演
技
に
つ

い
て
も
、
来
場
者
か
ら
は
賞

賛
の
声
が
上
が
っ
た
。

開
会
式
に
お
け
る
表
彰
式

は
「
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学

大
臣
表
彰
」
の
三
十
二
団
体

が
表
彰
さ
れ
、
北
海
道
帯
広

三
条
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
代
表
し

て
謝
辞
を
述
べ
た
。
全
国
大

会
会
長
表
彰
の
個
人
で
は

七
十
九
名
が
、
同
団
体
表
彰

は
八
十
一
団
体
、
同
役
員
表

彰
で
は
四
十
一
名
が
受
賞

し
、
山
口
県
の
伊
藤
實
氏
が

代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
会
長
の
張
富
士
夫
氏

か
ら
「
今
の
新
社
会
人
の
長

所
・
短
所
︱
企
業
が
求
め
る

有
為
な
人
材
と
は
︱
」
を

テ
ー
マ
に
張
氏
が
入
社
し
て

経
験
し
た
こ
と
、
ア
メ
リ
カ

で
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と

に
触
れ
な
が
ら
、
若
者
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
と
エ
ー
ル
を
い

た
だ
い
た
。

午
後
は
、
安
田
講
堂
・
大

隈
講
堂
・
人
見
記
念
講
堂
な

ど
に
分
か
れ
て
の
分
科
会
が

開
催
さ
れ
た
。
会
場
へ
は
地

下
鉄
な
ど
公
共
の
交
通
機
関

を
使
う
移
動
だ
っ
た
が
、
お

手
伝
い
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
に
加

わ
っ
た
大
勢
の
協
力
も
あ
っ

て
、
各
分
科
会
と
も
ほ
ぼ
予

定
通
り
の
開
催
が
で
き
た
。

二
十
一
日
　
閉
会
式
︽
日

本
武
道
館
︾

・
記
念
講
演

・
閉
会
式

記
念
講
演
で
は
京
都
大
学

准
教
授
木
原
雅
子
氏
が
、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
忍
耐
力
・
気
力
・

人
間
力
な
ど
に
つ
い
て
と
り
あ

げ
て
、
警
鐘
を
な
ら
さ
れ
た
。

閉
会
式
で
は
、
髙
間
会
長

挨
拶
の
あ
と
、
高
橋
東
京
大

会
実
行
委
員
長
が
「
大
会
宣

言
」
を
読
み
上
げ
た
。
次
い

で
連
合
会
旗
が
、
東
京
都
か

ら
髙
間
会
長
の
手
に
返
還
さ

れ
、
次
期
開
催
地
の
北
海
道

へ
伝
達
さ
れ
た
。
北
海
道
大

会
は
﹁
い
の
ち
　
輝
け
！
﹂

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
来
年

八
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六

日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
る
。

全国大会　東京	 １頁

　会長あいさつ・実行委員長あいさつ	 ２頁

　文部科学省祝辞・基調講演・大会宣言文	 ３頁

　分科会報告	 ４～７頁

シリーズ青春白書　全国からの便り ｜輝く姿がここにある ｜

　三重県立伊賀白鳳高等学校

　　「夢を実現できるための教育システム」

　　　～「力」と「志」をもった職業人の育成～	 ８頁

　大分県立由布高等学校

　　　連携型中高一貫教育を基盤に、

　　　　　　　　地域振興のリーダーを育成する	 ９頁

シリーズ視点 １０頁

賠償責任制度運営委員より １１頁

会長事務局長会議報告・各委員会報告	 １２頁

今
号
の
主
な
内
容

開会式風景・日本武道館

基調講演・張富士夫氏

表彰式・北海道帯広三条高校ＰＴＡ

人間力を育てて作ろう　大きな輪
～家庭・学校・地域・社会　心と心をつなげよう～

第６０回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会

東京大会
第６０回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会

東京大会
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第
六
十
回
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
東
京
大

会
を
、
日
本
の
政
治
文
化
の

中
心
地
と
し
て
国
内
は
も
と

よ
り
、
世
界
各
地
域
の
情
報

が
集
積
し
、
ま
た
世
界
の
各

地
に
む
け
て
発
信
し
続
け
て

い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
充
ち
た

首
都
東
京
に
お
い
て
、
文
部

科
学
大
臣
政
務
官
、
東
京
都

副
知
事
を
は
じ
め
多
く
の

ご
来
賓
の
皆
さ
ま
に
ご
臨

席
賜
り
、
全
国
各
地
よ
り

一
万
一
千
有
余
の
会
員
の
皆

さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て

盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と

に
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

本

連

合

会

は
、

昭

和

二
十
七
年
十
一
月
に
全
国
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
と
し

て
発
足
し
、
以
来
、
歴
代
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
各
位
、
全
国
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
の
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
い
う

情
熱
と
思
い
か
ら
、
そ
の
時

代
そ
の
時
ど
き
の
課
題
を
克

服
す
べ
く
今
日
ま
で
営
々
と

歩
み
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
日
、
皆
様
方
と
共
に

六
十
回
目
の
全
国
大
会
を
東

京
の
地
で
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

本
連
合
会
に
と
り
ま
し
て
は

節
目
の
大
会
と
し
て
新
た
な

歴
史
を
刻
む
と
と
も
に
、
新

し
い
時
代
に
向
け
て
力
強
い

第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
す

る
決
意
の
表
れ
で
も
あ
り

ま
す
。
本
連
合
会
は
高
等

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
と

お
し
て
、
家
庭
教
育
の
充

実
を
図
り
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
社
会
と
の
連
携
を
深

め
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
を
大
き
な
目

標
と
し
、
数
々
の
教
育
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
文
部
科
学
省
の

委
託
事
業
に
お
い
て
「
子
ど

も
た
ち
の
心
と
そ
の
背
景
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
実
施
し
た

全
国
調
査
の
分
析
結
果
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
年

度
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
と
学
習
意
欲
」

を
調
査
し
、
高
校
生
の
生
活
・

意
識
を
理
解
し
、
学
校
と
保

護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
と
地
域

と
が
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
支
援
し
て
い
け
る

よ
う
な
提
案
を
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動
の

積
み
重
ね
が
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
に
通
ず
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

東
京
大
会
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
相
互

に
心
の
繋
が
り
を
も
っ
て
研

究
協
議
、
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
た
だ
き
、
都
道
府
県
市

ご
と
の
地
域
に
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の

応
援
団
と
し
て
活
動
に
活
か

さ
れ
る
こ
と
で
、
今
大
会
が

実
り
多
き
も
の
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
永
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
、
今
大

会
に
お
い
て
表
彰
を
受
け
ら

れ
る
皆
さ
ま
の
功
績
に
敬
意

を
表
し
、
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
本
大
会
の
開

催
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
東

京
大
会
実
行
委
員
会
の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活

躍
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
の
皆
様
、
よ
う
こ
そ
東
京

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
東
京
都
の
会
員
一
同
心

よ
り
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
沖
縄
県
の
会
員

の
皆
様
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ

ふ
れ
る
お
も
て
な
し
を
受
け

な
が
ら
、
熱
心
に
研
究
討
議

を
行
い
ま
し
た
。
本
年
は
こ

の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
こ
こ
東

京
の
地
で
皆
様
と
と
も
に
語

り
合
う
こ
と
が
出
来
る
こ
と

を
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

東
京
大
会
で
は
、
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
「
人
間
力
を
育

て
て
作
ろ
う
　
大
き
な
輪
」、

サ
ブ
テ
ー
マ
に
「
～
家
庭
・

学
校
・
地
域
・
社
会
　
心
と

心
を
つ
な
げ
よ
う
～
」
を
掲

げ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
一
人
ひ
と

り
が
ご
家
庭
の
大
切
な
宝
で

あ
る
と
と
も
に
、
未
来
の
担
い

手
と
な
る
大
切
な
社
会
の
財

産
で
も
あ
り
ま
す
。
超
氷
河

期
と
い
わ
れ
る
昨
今
の
厳
し

い
雇
用
環
境
の
中
で
ま
さ
に

巣
立
と
う
と
す
る
子
ど
も
た

ち
に
は
、
教
養
、
た
く
ま
し
さ
、

柔
軟
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
は
子
ど
も
の
問
題

を
個
々
の
家
庭
や
学
校
の
問

題
と
の
み
捉
え
ず
、
家
庭
、

学
校
、
地
域
が
連
携
し
社
会

全
体
で
解
決
し
て
い
く
べ
き

課
題
と
捉
え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

四
つ
の
分
科
会
に
お
い

て
、
学
校
教
育
、
進
路
指
導
、

生
徒
指
導
、
家
庭
教
育
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
事
例
発

表
・
研
究
討
議
を
行
い
、
特

別
分
科
会
で
は
、「
多
種
多

様
な
タ
イ
プ
の
学
校
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
取
り
組
み
・
全
国
意
見

交
流
」
と
題
し
て
、
課
題
や

悩
み
・
喜
び
に
、
生
徒
・
学

校
・
保
護
者
の
視
点
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
企
画
や
、
高

校
生
の
声
を
聞
く
企
画
、
そ

し
て

｢

未
来
を
創
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
と
子
ど
も
と
地
域
を

育
む
Ｐ
Ｔ
Ａ｣

と
題
し
て
保

護
者
の
意
識
高
揚
の
一
助
と

な
る
企
画
を
準
備
し
、
様
々

な
切
り
口
で
の
講
演
、助
言
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
実
績
あ
る
さ
ま
ざ
ま

な
高
校
生
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

や
、
バ
ン
ド
や
ダ
ン
ス
に
も

注
目
し
発
表
の
場
を
設
け
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
大
会

最
終
日
に
は
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

に
ふ
さ
わ
し
い
、
子
ど
も
た

ち
と
保
護
者
が
一
体
と
な
っ

て
創
り
上
げ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
準
備
し
て
お
り
ま

す
。
日
本
武
道
館
を
震
わ
せ

る
よ
う
な
喜
び
を
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
子
育
て
は
親
育
て
、
ま

ず
は
我
々
自
身
が
育
つ
こ

と
」
を
合
言
葉
に
、
東
京
大

会
を
創
り
上
げ
て
ま
い
り
ま

し
た
。参
加
さ
れ
た
皆
様
に
、

東
京
に
来
て
本
当
に
よ
か
っ

た
と
、
歴
史
あ
る
会
場
に
足

を
踏
み
入
れ
た
感
慨
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ

な
が
る
ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
っ

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
大
会
の
開
催

に
あ
た
り
、
文
部
科
学
省
を

は
じ
め
、
東
京
都
な
ら
び
に

関
係
諸
団
体
の
皆
様
に
多
大

な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
の

意
を
表
し
ま
し
て
歓
迎
の
こ
と

ば
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
あ
い
さ
つ

	

社
団
法
人
全
国
高
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校
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歓
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の
こ
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ば

	

第
六
十
回
全
国
高
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学
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Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
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東
京
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会
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委
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長	

高
　
橋
　
多
佳
子
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大　会　宣　言

「人間力を育てて作ろう　大きな輪」～家庭・

学校・地域・社会　心と心をつなげよう～をテー

マに、ここ東京に、全国から一万有余名の会員

が集い、第６０回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会	

東京大会が開催され、大きな成果を収めた。

今、子どもたちを取り巻く環境が変わりつつ

ある。右肩上がりの成長の時代から、停滞と変

化の時代に移行し、これらは家庭に大きな影響

を与え、子どもたちの生活をも揺るがしている。

また、少子化に加え、インターネットの普及、

孤食の増加は子どもたちの社会性に大きな影響

を与えている。加えて保護者の意識の変化も見

逃せない。社会性の低下、消費者意識の肥大化、

放任や過干渉など不適切な子どもへの関わり方

など、課題が顕著となっている。

家庭の宝であり、将来の社会の担い手である

子どもたちが、自律的に社会の中で生き抜き、

さまざまな関わりの中で内在する才能を開花さ

せていくことが、我々保護者の願いである。今、

子どもたちに求められるものは「生きる力」・「柔

軟性」、それを支える「人間力」である。そして、

これらは、家庭、学校、地域が連携する中で育

まれるものである。

子育ての究極の目的は、子どもたちの精神的・

社会的自立にある。我々は、ＰＴＡ活動の原点

に立ち返り、以下の宣言を行う。

記

１．子どもたちの「命」と「身体」を守る。

我々はＰＴＡ活動を通して家庭、学校、地

域と連携し、子どもたちの生きる力を育み、

自らの「命」と「身体」を守る知識と術
すべ

を

身につける活動を支援する。

１．子どもたちの精神的・社会的「自立」を促す。

我々はＰＴＡ活動を通して家庭、学校、地

域と連携し、子育ての究極の目的が子ども

たちの精神的・社会的自立にあることを保

護者に発信し啓発活動を行う。

１．子どもたちの育つ「場」や「機会」を支援、

提供する。

我々はＰＴＡ活動を通して家庭、学校、地

域と連携し、子どもたちに内在するさまざ

まな能力を発揮し開花させる「場」や「機会」

を提供する。

１．子育ては親育て、子どもたちが身近に接す

る親、保護者が自らの「人間力」の向上に

努める。

我々はＰＴＡ活動を通して家庭、学校、地

域と連携し、「子育ては親育て、まずは我々

自身が育つこと」を自覚し、視野を広げ、自

らの「人間力」を高める活動を推進する。

１．社会的な仕組みの整備、改善、向上への働

きかけを行う。

我々は、上記の活動の中で、さまざまな

社会的な仕組みの整備、改善、向上が必要

と判断されるものに対し、関係諸団体への

働きかけを行い整備改善に努める

第６０回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会東京大

会において宣言する。

平成２２年８月２１日

社団法人　全国高等学校ＰＴＡ連合会

衆
議
院
議
員
で
文
部
科
学

大
臣
政
務
官
の
高
井
美
穂
氏

か
ら
は
ご
祝
辞
と
合
わ
せ
て

高
等
学
校
等
へ
の
施
策
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

■
本
年
四
月
よ
り
公
立
高
校

の
授
業
料
を
無
償
化
と
す
る

と
と
も
に
、
私
立
高
校
に
お

い
て
は
、
高
等
学
校
等
就
学

支
援
金
を
創
設
し
、
家
庭
の

教
育
費
負
担
を
軽
減
す
る
制

度
の
実
施

■
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
の

報
告
で
は
、
高
等
学
校
を
卒

業
す
る
ま
で
に
、
将
来
に
わ

た
る
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
共
通
し
た
能
力
・
態
度
を

育
成
指
導

■
本
年
五
月
に
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
安
全
互
助
会
を
は
じ

め
、
関
係
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
よ
り
ま
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

青
少
年
教
育
団
体
共
済
法
が

成
立

『
日
本
武
道
館
』
は
大
学

時
代
に
剣
道
の
大
会
で
何
度

も
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
、
た

い
へ
ん
懐
か
し
い
場
所
で
す
。

本
日
の
テ
ー
マ
に
入
る
前
に
、

ま
ず
、
ト
ヨ
タ
に
就
職
し
て

か
ら
私
自
身
が
学
ん
だ
こ
と
、

経
験
し
た
こ
と
を
、
こ
の
思

い
出
深
い
日
本
武
道
館
で
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
学
の
法
学
部
を
卒
業

し
、
入
社
し
た
ト
ヨ
タ
で
配

属
さ
れ
た
部
署
は
、
自
分
の

希
望
と
は
遥
か
に
か
け
は
な

れ
て
い
ま
し
た
。
正
直
言
っ

て
「
こ
ん
な
仕
事
を
さ
せ
ら

れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
」
と
。
し
か
し
、「
何
事

も
勉
強
だ
」
と
い
う
気
持
ち

で
取
り
組
む
こ
と
で
、「
失

敗
を
恐
れ
な
い
」
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
培
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
は
一

人
で
行
う
わ
け
で
は
な
く

チ
ー
ム
で
行
う
こ
と
が
多

く
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
持

つ
こ
と
で
お
互
い
を
支
え
あ

う
こ
と
を
学
び
、
感
謝
す
る

気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
こ
と
を
や
る
こ
と
で

知
識
の
仲
間
も
増
え
、
人
と

し
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

十
年
に
及
ぶ
ア
メ
リ
カ
で

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
ア
メ

リ
カ
の
企
業
が
「
社
員
を
選

ぶ
文
化
」で
あ
る
の
に
対
し
、

「
従
業
員
は
会
社
の
宝
」
で

あ
る
と
い
う
日
本
企
業
は
、

「
社
員
を
育
て
る
文
化
」
で

あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
な
か
で
「
企
業
が
求
め

る
人
材
」、
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
こ
と
と
は
、
勉
強
以
外

に
も
理
屈
・
理
論
だ
け
で
な

く
、
実
行
・
実
践
で
き
る
行

動
力
が
あ
る
者
、
ま
た
多
く

の
人
の
な
か
で
他
人
と
協
力

し
つ
な
が
り
を
築
け
る
者

と
、
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
は
若
い
う
ち
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
、
社
会
貢
献
活
動

な
ど
を
経
験
す
る
こ
と
で
、

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

失
敗
し
て
も
恐
れ
ず
、
多

く
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
か
ら
研
鑽
を
積

ん
だ
剣
道
の
部
活
、
企
業
の

チ
ー
ム
で
の
仕
事
の
な
か

で
、
人
と
一
緒
に
何
か
を
や

る
訓
練
、
理
屈
で
は
な
く

や
っ
て
み
る
（
実
践
）、
何

事
も
経
験
で
あ
る
、
勉
強
で

あ
る
と
、
悩
ま
ず
に
行
動
に

移
す
こ
と
が
身
に
つ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
う
心
が
け
て

行
動
す
る
中
で
少
し
ず
つ
友

人
も
増
え
、
周
囲
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
も
持
て
る
よ
う
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分
の

人
生
を
作
り
上
げ
る
に
は
そ

の
方
が
幸
せ
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
祝
　
　
辞

	

文
部
科
学
大
臣
政
務
官	

高
　
井
　
美
　
穂

基
調
講
演

　
私
が
学
ん
だ
こ
と

～
企
業
が
求
め
る
有
為
な
人
材
と
は
～
　

	

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
　
会
長	

張
　
　
　
富
士
夫
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学
校
か
ら

発
信
さ
れ
る

様
々
な
情
報

や
お
知
ら
せ

を
保
護
者
に

い
か
に
伝
え

て
い
く
か
、

そ
れ
を
保
護

者
は
ど
う
受

け
止
め
て
い

る
の
か
？
ま

た
、
家
庭
か

ら
学
校
へ
の

要
望
や
保
護

者
と
し
て
の

思
い
は
ど
う

や
っ
て
伝
え

て
い
け
ば
よ

い
の
か
？

心
身
と
も

に
成
長
し
て

い
く
子
ど
も

た
ち
と
の
か

か
わ
り
の
な

か
で
、
親
と
し
て
学
校
と
し

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
、
保
護
者
と
良
好
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
築

い
て
い
く
上
で
、
何
が
必
要

で
あ
る
か
、
各
校
か
ら
の
事

例
発
表
が
あ
っ
た
。

福
島
県
立
平
工
業
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
渡
辺
優
氏
か

ら
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
目
的

を
は
っ
き
り
と
打
ち
出
し
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
親
に

と
っ
て
も
楽
し
い
学
校
と
い

う
環
境
作
り
に
つ
い
て
の
発

表
が
あ
っ
た
。

愛
知
県
立
豊
橋
商
業
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
原
田
和
宣

氏
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
と

積
極
的
に
関
わ
る
父
母
会
を

つ
く
り
、
保
護
者
が
学
校
に

足
を
は
こ
ぶ
よ
う
、
能
動
的

に
働
き
か
け
る
事
が
大
事
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

京
都
府
立
加
悦
谷
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
吉
田
伸
吾
氏

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
年
２
回
開

催
し
、
休
日
に
行
う
事
で
参

加
者
が
倍
増
し
た
。
厳
し
い

社
会
情
勢
の
中
で
、
こ
の
様

な
配
慮
も
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
の

産
地
で
あ
る
こ
と
を
生
か

し
、
二
十
年
前
か
ら
着
付
け

教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

沖
縄
県
立
宮
古
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
國
仲
昌
二
氏
か

ら
は
、「
生
徒
と
の
積
極
的

な
関
わ
り
」
を
も
っ
と
大
切

に
し
た
い
と
い
う
思
い
の
も

と
、
小
さ
な
事
で
も
生
徒
と

共
に
考
え
取
り
組
ん
で
い
く

中
で
生
徒
を
励
ま
し
、
自
主

性
を
育
て
、
地
域
社
会
と
連

携
し
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
実

現
で
き
る
力
を
つ
け
さ
せ
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
目
標
と
し
た

活
動
の
発
表
が
あ
っ
た
。

各
校
の
事
例
発
表
の
後
、

新
潟
県
立
長
岡
商
業
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
岡
武
士

氏
、
群
馬
県
立
館
林
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
本
澤
貴
氏
か

ら
の
質
問
も
あ
り
、
活
発
な

質
疑
応
答
と
な
っ
た
。

最
後
に
法
政
大
学
准
教
授

の
宮
木
い
っ
ぺ
い
氏
、
都
立

田
無
工
業
高
等
学
校
の
永
村

隆
校
長
か
ら
、
学
校
と
保
護

者
の
関
係
が
一
方
通
行
に
な

ら
な
い
よ
う
「
お
互
い
の
顔

が
見
え
る
関
係
」
を
築
く
こ

と
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
楽
し
さ
・

情
熱
・
愛
情
を
盛
り
込
ん
で
、

生
徒
・
学
校
・
保
護
者
を
巻

き
込
ん
で
い
く
仕
掛
づ
く
り

な
ど
の
助
言
を
頂
き
、
改
め

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
存
在
意
義
や
可

能
性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

生
徒
の
高

校
卒
業
後
の

進
路
先
は
多

種
多
彩
で
あ

る
。
し
か
し
、

自
分
で
決
定

し
進
ん
だ
は

ず
の
進
路
先

を
数
年
で
退

学
や
退
職
す

る
と
い
っ
た

現
象
も
起
き

て
い
る
。

こ
の
現
状

の
中
「
進
路

指
導
」
の
重

要
性
を
再
確

認
し
、
本
来

の
「
進
路
指

導
」
と
は
何

か
？
ま
た
、

そ
の
た
め
の

「
支
援
」
と

し
て
ど
ん
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か

を
、
地
域
や
校
種
の
違
う
四

校
の
事
例
発
表
を
聞
き
協
議

し
た
。

長
野
県
学
校
法
人
上
田

学
園
上
田
西
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
金
児
充
氏
か
ら
は
、

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
導
入

の
か
た
ち
と
し
て
『
地
域
へ

の
参
画
活
動
』『
講
座
︿
現
代

を
生
き
る
﹀』『
Ｐ
Ｔ
Ａ
進
路

を
考
え
る
会
』
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
生
徒
の
進
路
決
定

の
確
実
さ
、
速
さ
、
粘
り
強

い
目
標
の
追
求
に
効
果
が
現

れ
て
お
り
、
学
校
と
保
護
者

の
関
係
も
緊
密
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。

山
梨
県
甲
府
市
立
甲
府
商

業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
井

上
和
仁
氏
か
ら
は
、『
進
路

講
演
会
』
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
多
様
な
選
択
肢

か
ら
具
体
的
に
進
路
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、「
職
業
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
生
徒
の
自
己
実
現
に

向
け
て
キ
ャ
リ
ア
発
達
を
支

援
す
る
」と
い
う
目
的
で『
社

会
で
活
躍
す
る
同
窓
生
か
ら

話
を
聞
く
』と
い
う
事
業
が
、

生
徒
の
感
想
を
交
え
紹
介
さ

れ
た
。

三
重
県
立
桑
名
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
種
村
栄
二
氏
か

ら
は
、『
研
修
旅
行
・
大
学

見
学
』『
講
演
会
』
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。
フ
レ
ン

チ
の
ラ
ン
チ
で
楽
し
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

な
ど
の
工
夫
を
し
、
大
学
見

学
会
へ
の
参
加
者
増
に
つ
な

げ
た
な
ど
の
話
も
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。「
今
後
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
は
、
如
何
に
し
て
高
校
生

の
置
か
れ
て
い
る
現
況
を
把

握
し
、
保
護
者
の
関
心
を
喚

起
す
る
か
で
あ
る
。
ま
た
、

高
校
生
の
地
域
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
促
進
す
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
」
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

鹿
児
島
県
立
鹿
屋
工
業
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
杉
山
勝

法
氏
か
ら
は
、『
講
演
会
』

な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
保

護
者
の
進
路
意
識
を
高
め
、

ま
た
、
同
窓
会
の
協
力
を
得

な
が
ら
「
産
業
人
の
匠
を
育

て
る
」
と
い
う
役
目
を
担
う

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
、
現
状
の
就

職
問
題
を
交
え
た
、
学
校
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
の
活
動

が
報
告
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
個
々
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
ヒ
ン
ト
を
得

よ
う
と
質
疑
応
答
も
活
発
に

行
わ
れ
、
真
剣
な
協
議
が
な

さ
れ
た
。

学校からの発信と親の思いを繋ぐＰＴＡ活動
於：日本武道館

第
一
分
科
会

学校教育とＰＴＡ

何のための進路支援？自立への第一歩！
於：日本青年館

第
二
分
科
会

進路指導とＰＴＡ
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最
初
の
事

例

発

表

は

北
海
道
旭
川

西
高
等
学
校

の
古
川
勝
利

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
「

子

ど

も
・
学
校
の

応
援
団
と
し

て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
」。
日

本
最
北
の
理

数

科

設

置

校

と

の

こ

と
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

生
活
委
員
会

の
学
校
周
辺

地
域
巡
視
ほ

か
清
掃
活
動

も
行
い
、
今

年
は
講
演
会

「
ケ
ー
タ
イ

や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ト

ラ
ブ
ル
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
に
」
を
開
催
。
地

域
で
生
徒
の
様
子
を
見
守

り
、
規
範
意
識
は
じ
め
高
校

生
活
に
何
が
大
切
か
を
確
認

し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
次
は
、
都
立
足
立
東
高

等
学
校
佐
伯
睦
子
前
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
か
ら
『
学
校
改
革
の
取

り
組
み
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
』の
発
表
。

地
元
の
熱
い
期
待
を
担
い
開

校
し
た
学
校
が
、
つ
い
に
は

地
域
で
廃
校
署
名
運
動
が
行

わ
れ
る
ま
で
に
荒
れ
た
学
校

と
な
っ
た
。
校
長
以
下
教
職

員
一
丸
と
な
り
毎
日
の
地
道

な
生
活
指
導
か
ら
始
め
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
も
吸
殻
集
め
、
花
壇
づ

く
り
、
地
域
協
力
で
下
校
時

声
か
け
等
の
取
組
み
を
続
け

生
徒
生
活
の
改
善
、
学
校
改

革
が
成
さ
れ
た
感
動
的
な
話

が
あ
っ
た
。
滋
賀
県
立
石
山

高
等
学
校
の
竹
川
昇
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
か
ら
は
「
対
話
か
ら
始

ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」。
昭
和
四
十
三
年
、
全

国
で
も
数
少
な
い
音
楽
科
を

開
設
し
た
高
校
。
昨
年
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
会
員
の
投
稿
等
、
開
か

れ
た
情
報
ツ
ー
ル
を
目
指
し

活
用
中
。

一
方
、
生
徒
に
は
社
会
生

活
上
の
礼
儀
や
ル
ー
ル
が
身

に
つ
い
て
い
る
か
等
の
問
題

意
識
か
ら
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」、

さ
ら
に
三
者
面
談
、
意
見
交

換
会
を
実
施
し
た
。「
直
接

話
す
・
感
じ
る
」
こ
と
の
大

切
さ
、
大
人
が
反
面
教
師
と

な
っ
て
い
る
事
な
ど
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
話
さ
れ
た
。

最
後
に
、「
新
た
な
る
旅

立
ち
～
大
津
緑
洋
高
校
開
校

へ
の
軌
跡
～
」
と
題
し
て
山

口
県
立
水
産
高
等
学
校
の
田

村
健
次
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
発

表
。
来
年
度
に
は
大
津
高
等

学
校
、
水
産
高
等
学
校
、
日

置
農
業
高
等
学
校
の
三
校
を

再
編
統
合
し
新
た
な
高
校
を

作
る
と
い
う
全
国
で
も
稀
有

な
試
み
の
中
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
も

困
難
を
乗
り
越
え
三
キ
ャ
ン

パ
ス
一
つ
の
高
校
と
し
て
の

帰
属
意
識
を
持
て
る
組
織
作

り
を
目
指
し
、
生
徒
た
ち
の

自
立
や
夢
の
実
現
へ
の
支
援

者
と
な
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

助
言
者
か
ら
は
、
講
評
な
ら

び
に
現
場
の
経
験
、
生
徒
を

取
り
巻
く
環
境
を
正
し
く
知

る
こ
と
の
重
要
性
、
学
校
と

保
護
者
間
の
相
互
理
解
や
連

携
の
必
要
性
な
ど
が
述
べ
ら

れ
た
。

家
庭
は
、

子

ど

も

の

生

活

リ

ズ

ム
・
食
の
大

切
さ
、
信
頼

に
基
づ
く
人

間
関
係
・
規

範
・
社
会
参

加
の
意
識
を

育
む
重
要
な

役
割
を
担
っ

て
い
る
が
、

近
年
の
核
家

族
化
、
携
帯

電
話
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
、
コ

ン
ビ
ニ
な
ど

の

利

便

性

の

向

上

な

ど
、
保
護
者

と
子
ど
も
の

関
係
は
大
き

く
変
化
し
て

い
る
。
本
会
は
こ
の
問
題

に
焦
点
を
あ
て
て
協
議
を

行
っ
た
。

宮
城
県
宮
城
第
一
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
千
葉

博
幸
氏
よ
り
、『
我
が
子
の

「
自
主
自
律｣

を
手
助
け
で

き
る
よ
う
に
』（
子
供
と
共

に
育
つ
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
目
指
し

て
）
と
題
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
現
状
と
取
組
み
状
況

の
報
告
が
あ
り
、
親
同
士

の
結
び
つ
き
を
深
め
学
校

と
の
距
離
も
縮
め
、
子
ど

も
と
同
じ
視
点
か
ら
物
事

を
考
え
行
動
し
子
ど
も
と

共
に
育
つ
こ
と
が
必
要
だ

と
発
表
さ
れ
た
。

千
葉
県
立
土
気
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
海
藤
敬
一
氏

よ
り
、「
携
帯
電
話
に
関
す

る
実
態
」
と
題
し
、
携
帯
電

話
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

生
徒
・
保
護
者
そ
れ
ぞ
れ
に

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
と

問
題
点
が
提
示
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
親
子
を
対
象
と
し
た

携
帯
電
話
に
関
す
る
講
習
会

を
開
催
す
る
こ
と
を
働
き
か

け
、
継
続
的
に
啓
発
活
動
を

し
て
い
く
こ
と
で
正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に

モ
ラ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
の
報
告
が
さ
れ
た
。

福
井
県
立
勝
山
南

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
、
玉
崎
ち
あ
き
氏

よ
り
、｢

子
ど
も
た
ち

と
共
に
夢
を
描
く
Ｐ

Ｔ
Ａ｣

と
題
し
、
子

ど
も
た
ち
保
護
者
と

も
に
校
歌
に
あ
る
「
は

る
か
な
る
夢
を
描
く
」

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

温
も
り
が
あ
り
手
作

り
感
の
あ
る
活
動
を

様
々
な
事
例
を
交
え

な
が
ら
報
告
さ
れ
た
。

広
島
県
立
向
原
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
奥
田
竜

三
氏
よ
り
、｢

今
、
保
護
者

と
し
て
す
る
べ
き
事
は
？｣

～
も
っ
と
地
域
に
出
向
い

て
み
よ
う
～
と
題
し
、
地
域

に
愛
さ
れ
、
地
域
と
共
に
育

み
、
地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
学
校
と
し
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
支
え
て
い
る
こ
と
を
、

参
加
し
た
行
事
と
そ
れ
に

対
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組

み
が
報
告
さ
れ
た
。

最
後
に
、
東
京
都
練
馬
区

立
旭
町
小
学
校
校
長
、
福
田

純
子
氏
と
家
庭
共
育
Ｌ
Ａ
Ｂ

ウ
ィ
ズ
代
表
、
太
田
喜
子
氏

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

の
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

今、求められる規範意識とは何か？
於：東京大学安田講堂

第
三
分
科
会

生徒指導とＰＴＡ

大丈夫！保護者が変われば子どもも変わる
於：日比谷公会堂

第
四
分
科
会

家庭教育とＰＴＡ
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十
年
前
に

ス
タ
ー
ト
し

た
学
校
改
革

で
東
京
都
に

お
い
て
も
新

し
い
タ
イ
プ

の

高

校

が

続
々
と
誕
生

し
て
い
る
。

改
革
を
通
し

て
、
生
徒
の

状
況
や
必
要

性
に
応
じ
た

教
育
の
実
践

を
通
し
、「
生

き
る
力
」
の

向
上
を
図
る

と
い
う
目
的

は
ど
の
程
度

ま
で
達
成
さ

れ
た
の
か
。

そ
も
そ
も
学

校
の
最
も
身

近
に
い
る
は

ず
の
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
学
校

改
革
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
理

解
で
き
て
い
る
の
か
。
そ
ん

な
問
題
意
識
を
持
っ
て
分
科

会
開
催
に
臨
ん
だ
。

東
京
都
教
育
庁
の
星
政
典

氏
に
よ
る
東
京
都
の
学
校
改

革
に
関
す
る
基
調
報
告
を
受

け
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
移
行
。
今
回
は
と

く
に
東
京
都
が
全
国
に
先
駆

け
て
着
手
し
、
全
国
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
る
『
エ
ン
カ

レ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル
』と『
チ
ャ

レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
』
の
関
係

者
を
中
心
に
協
議
を
実
施
し

た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

東
京
都
立
町
田
工
業
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
渡
辺
克
己

氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
日
本
大

学
商
学
部
特
任
教
授
天
井
勝

海
氏
、
東
京
都
立
秋
留
台
高

等
学
校
長
磯
村
元
信
氏
、
東

京
都
立
日
野
台
高
等
学
校
長

清
水
一
幸
氏
、
東
京
都
立
世

田
谷
泉
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副

会
長
平
野
栄
美
子
氏
、
東
京

都
立
南
平
高
等
学
校
前
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
小
紫
朗
氏
を
迎
え
、

研
究
者
、
学
校
長
、
保
護
者

と
い
う
各
々
の
立
場
か
ら
改

革
に
対
す
る
現
状
認
識
や
今

後
の
課
題
が
語
ら
れ
た
。

エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル

は
小
学
校
・
中
学
校
で
十
分

に
能
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ

た
生
徒
を
対
象
と
し
、
学
び

直
し
や
体
験
学
習
な
ど
を
通

じ
て
、
自
立
へ
の
意
欲
喚
起

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

は
不
登
校
・
中
退
者
の
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
、
三
部

定
時
制
で
学
習
の
時
間
帯
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
が

大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
明
ら
か
に

な
っ
た
の
は
、
両
ス
ク
ー
ル

と
も
制
度
・
体
制
づ
く
り
に

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
つ

つ
も
、
生
徒
の
学
ぶ
場
の
確

保
（
欠
席
や
中
退
の
減
少
）、

意
欲
喚
起
（
学
力
や
行
動
力

の
向
上
）
に
確
実
な
効
果
を

上
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

し
か
し
「
体
験
学
習
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
自
立

に
向
け
た
機
会
確
保
に
は
地

域
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
」

「
改
革
は
学
校
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
。
地
域
・
保
護
者

と
と
も
に
一
体
と
な
っ
て
、

子
ど
も
を
育
て
る
風
土
を
創

り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
の
問
題
提
起
も
あ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
改
革
は
学

校
現
場
の
努
力
に
負
う
と
こ

ろ
が
多
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
積

極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
が
実
情

だ
。
ど
の
よ
う
な「
関
わ
り
」

を
持
つ
べ
き
か
、
真
剣
に
模

索
す
る
時
期
が
来
て
い
る
。

特

別

第

二

分

科

会

は
、

メ

イ

ン

テ

ー

マ

を
「
高
校
生

自
ら
の
企
画

運
営
に
よ
る

デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」
～

今
、

子

ど

も
は
何
を
考

え
て
い
る
の

か
？
親
は
何

を
思
っ
て
い

る
の
か
？
～

と

し
、　

サ

ブ
テ
ー
マ
に

「
子
の
考
え

親
の
思
い
、

子
の
心
親
知

ら
ず
、
親
の

心

子

知

ら

ず
、
本
音
で

語
る
子
ど
も

た
ち
」を
お
い
た
。そ
も
そ
も
、

高
校
生
が
企
画
か
ら
参
加
し

た
分
科
会
が
今
ま
で
な
か
っ

た
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
、
新

し
い
切
り
口
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
を
考
え
た
。

第
六
十
回
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
大
会
東
京
大
会

は
人
生
に
例
え
る
な
ら
還
暦

（
干
支
が
一
巡
し
、
起
算
点

と
な
っ
た
干
支
に
戻
る
事
）。

原
点
に
戻
る
意
味
に
お
い
て

も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
と
発

案
し
た
。

た
だ
、
現
実
化
し
て
い
く

中
で
前
途
多
難
な
問
題
が
い

く
つ
も
有
っ
た
が
、
生
徒
と

と
も
に
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し

て
行
っ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る

内
容
に
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ

意
見
が
交
錯
し
た
が
、
基
本

的
な
親
子
の
観
念
の
違
い
を

探
る
べ
く
、
生
徒
が
ア
ン

ケ
ー
ト
を
作
成
し
実
施
。
生

徒
と
保
護
者
の
相
違
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
グ

ラ
フ
化
し
て
基
と
し
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

一
方
通
行
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
会
場
の

参
加
者
も
参
加
す
る
形
を

と
っ
た
。
要
所
要
所
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
ア
ク
セ
ン

ト
を
付
け
て
頂
く
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
江
東
区

青
少
年
委
員
会
部
長
、
橘
春

恵
氏
と
都
立
八
潮
高
等
学
校

教
諭
、
佐
々
木
純
氏
に
も
企

画
段
階
か
ら
ご
参
加
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
日
本
の
将
来

を
担
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
東

京
未
来
塾
の
生
徒
も
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
。

リ
ハ
ー
サ
ル
も
何
度
も
行

い
、
徐
々
に
ま
と
ま
っ
て

い
っ
た
が
、
本
番
形
式
の
最

終
リ
ハ
ー
サ
ル
で
生
徒
た
ち

が
緊
張
の
あ
ま
り
か
発
言
が

全
然
出
ず
、
本
番
を
目
前
に

最
悪
状
態
に
…
…
。
そ
ん
な

状
態
で
当
日
を
迎
え
て
し

ま
っ
た
が
、
本
番
で
は
リ

ハ
ー
サ
ル
で
は
無
か
っ
た
生

き
生
き
と
し
た
発
言
が
連

発
！
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
発
言

も
出
る
な
ど
、
底
知
れ
ぬ
高

校
生
の
パ
ワ
ー
を
見
せ
つ
け

ら
れ
た
！！

こ
の
分
科
会
の
成
功
に

は
、
生
徒
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
活
躍
の
他
、
会
場
の

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
こ

と
！
参
加
者
全
員
で
作
り
上

げ
た
分
科
会
と
な
っ
た
。

こ
の
分
科
会
か
ら
、
更
に

生
徒
参
加
型
分
科
会
へ
と
発

展
し
て
い
く
事
に
大
き
な
期

待
を
抱
い
て
い
る
。

学校改革に対してのＰＴＡ全国意見交流
多種多様なタイプの学校とＰＴＡの取り組み

於：九段会館

特
別
第
一
分
科
会

高校生自らの企画運営によるディスカッション
今、子どもは何を考えているのか？親は何を思っているのか

於：早稲田大学大隈講堂

特
別
第
二
分
科
会
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「
全
国
の
参

加
者
の
皆
さ

ん
は
、「
女
性

の
品
格
」
の

著
者
で
学
長

の
坂
東
眞
理

子
さ
ん
の
昭

和
女
子
大
学

人
見
記
念
講

堂
に
す
っ
か

り
馴
染
ん
で

お
ら
れ
る
」

と
の
長
坂
理

事
の
ユ
ー
モ

ア
溢
れ
る
冒

頭

の

挨

拶

に
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
の

中
、
立
教
大

学
大
学
院
准

教
授
小
島
貴

子
氏
に
よ
る

基
調
講
演
が

始
ま
っ
た
。

人
生
八
十
五

年
と
す
る
と
、
子
ど
も
時
代

は
、
そ
の
後
の
六
十
五
年
を
生

き
る
た
め
の
大
切
な
土
台
。
こ

の
二
十
年
間
に
「
自
分
で
自
分

の
人
生
を
考
え
、
選
び
取
る
力

を
持
つ
こ
と
」
が
必
要
で
あ

る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
「
自

立
」
が
カ
ギ
と
な
り
、
そ
の
上

に
「
働
く
喜
び
」
「
社
会
参
加

に
よ
る
精
神
的
、
社
会
的
成

長
」
が
積
み
上
げ
ら
れ
る
。
自

立
は
、
ま
ず
家
庭
の
子
育
て
に

始
ま
り
、
親
は
子
ど
も
の
行
為

の
「
結
果
」
で
は
な
く
、
「
プ

ロ
セ
ス
」
を
認
め
る
こ
と
が
成

長
へ
の
原
動
力
と
な
る
。
一

方
、
日
本
社
会
は
、
成
長
の
時

代
か
ら
成
熟
の
時
代
へ
と
移
行

し
、
働
く
者
に
求
め
ら
れ
る
能

力
が
、
勤
勉
実
直
か
ら
、
勤
勉

実
直
＋
考
え
る
力
＋
周
囲
を
巻

き
込
む
力
＋
好
奇
心
へ
と
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
経
産
省
は

組
織
や
地
域
社
会
の
中
で
多
様

な
人
々
と
と
も
に
仕
事
を
行
う

上
で
必
要
と
す
る
基
礎
的
能
力

＝
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
提
唱

し
、
考
え
抜
く
力
（
シ
ン
キ
ン

グ
）
、
前
に
踏
み
出
す
力
（
ア

ク
シ
ョ
ン
）
、
チ
ー
ム
で
働
く

力
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）
を
そ
の

要
素
と
し
た
が
、
「
感
じ
、
考

え
、
興
味
を
持
つ
」
こ
と
＝
感

じ
る
力
（
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
）
を

加
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

講
演
は
、
堅
い
話
ば
か
り
で

な
く
、
子
育
て
や
、
高
知
の
追

手
前
高
校
で
の
講
演
の
話
、
大

学
講
義
で
学
生
を
自
立
さ
せ
る

様
々
な
仕
掛
け
の
話
も
加
わ

り
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
素
晴

ら
し
い
講
演
と
な
っ
た
。

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
希
望
ヶ
丘
高
等

学
校
元
校
長
で
桜
美
林
大
学
顧

問
の
川
田
孝
一
氏
、
都
立
富
士

高
等
学
校
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
努
め

る
大
島
和
美
氏
、
六
郷
工
科
高

等
学
校
副
校
長
の
佐
々
木
哲

氏
、
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所
Ｇ

Ｍ
の
矢
澤
孝
二
氏
の
四
名
を
加

え
、
小
島
貴
子
氏
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、「
変
化
」「
現
状
」

「
展
望
」に
つ
い
て
回
答
頂
い
た
。

川
田
氏
は
、
大
学
全
入
時
代

の
中
、
Ａ
Ｏ
や
推
薦
等
大
学
入

試
の
多
様
化
に
よ
る
学
生
の
学

力
低
下
が
懸
念
さ
れ
、
文
科
省

は
、
Ａ
Ｏ
選
考
に
当
た
り
、
学

習
意
欲
、
目
的
意
識
を
重
視
す

る
よ
う
通
達
で
求
め
て
い
る
。

今
後
、
更
な
る
高
大
連
携
の
取

り
組
み
の
中
で
、
入
試
問
題
の

在
り
方
、
密
な
高
大
接
続
等
に

つ
い
て
の
検
討
が
必
要
と
し
た
。

佐
々
木
氏
は
、
バ
ブ
ル
経
済

崩
壊
後
、
職
業
高
校
離
れ
、
産

業
教
育
の
必
要
性
が
高
ま
る

中
、
魅
力
あ
る
職
業
教
育
シ
ス

テ
ム
と
し
て
、
平
成
十
六
年
に

六
郷
工
科
高
等
学
校
に
東
京
版

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

子
ど
も
た
ち
が
、
企
業
で
研
修

す
る
中
で
、
勤
労
観
や
職
業
観

が
醸
成
さ
れ
て
い
く
様
を
見
て
、

教
員
の
意
識
改
革
に
も
繋
が
っ

た
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
今
後
更

な
る
企
業
や
地
域
、
様
々
な
人

達
と
の
連
携
を
図
り
本
シ
ス
テ

ム
を
深
め
る
と
と
も
に
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
と
し
て
普
通
高
校
へ

の
導
入
期
待
が
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
大
島
氏
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
関
わ
る
中
で
親
自
身
が

様
々
な
出
会
い
の
中
で
成
長
す

る
一
方
、
若
い
親
世
代
が
確
実

に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
親
が

様
々
な
こ
と
に
前
向
き
に
取
り

組
む
姿
勢
を
見
せ
、
真
正
面
か

ら
子
ど
も
と
向
き
あ
い
、
多
く

の
人
達
と
の
出
会
い
が
重
要
で

あ
る
と
し
た
。

矢
澤
氏
は
、
㈱
牧
野
フ
ラ
イ

ス
製
作
所
で
の
変
化
を
「
国
際

化
」「
変
化
ス
ピ
ー
ド
の
速
ま

り
」
と
捉
え
、
一
方
変
わ
ら
ぬ

仕
事
の
基
本
と
し
て
、
信
頼
を

得
る
こ
と
＝
「
挨
拶
」「
返
事
」

「
地
道
に
や
る
こ
と
」
が
重
要

と
し
、ま
ず
は
「
受
け
身
」「
人

と
話
す
こ
と
が
苦
手
」
の
脱
却

か
ら
始
ま
る
と
述
べ
た
。

会
場
か
ら
も
、
三
年
前
か
ら

学
校
、
漁
業
関
係
者
等
と
連
携

し
、
地
域
の
担
い
手
を
育
成
す

る
文
科
省
と
水
産
庁
の
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る

茨
城
県
立
海
洋
高
等
学
校
の
紹

介
が
あ
り
、
参
加
者
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
合
わ
せ
た
教
育

環
境
の
整
備
や
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
や
企
業
が
連
携
し
た

次
世
代
の
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
必
要
性
を
実
感
し
た
分
科
会

と
な
っ
た
。

高校生のための夢探し、自分探し 夢現塾
＆校内ステップアップ進学相談会

各界で活躍する講師の講演と、生徒が希望する大学・
短大・専門学校の入試相談会を校内で無料開催。

首都圏で 4 2 0 の 高 校が利用

全P連会報 2010.10.21

〒194-0022 東 京 都 町田市 森 野1-34-10 TEL.042-724-2750
FAX.042-724-2710　http://www.koukousei-sinbun.co.jp■1993年10月創刊 ■タブロイド判 平均28頁 ■毎月10日発行(8・3月休刊)

日本の高 校 生を元 気にする 　「高校生新聞」は、高校生の活躍、分かりやすいニュース解説、生活ア
ドバイス、勉強上達法などが満載。「高校生スポーツ」は、高校の運動
部、各種大会を徹底取材し、スポーツする高校生に役立つアドバイス
コラムも充実。高校生はもちろん、先生方、保護者、中学生も必読です。

キャリア教育とＰＴＡ
未来を創るキャリア教育と子どもと地域を育むＰＴＡ

於：昭和女子大学人見記念講堂

特
別
第
三
分
科
会
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︻
学
校
概
要
︼

本
校
は
、
三
重
県
伊
賀
市

に
所
在
す
る
上
野
農
業
高
等

学
校
・
上
野
商
業
高
等
学
校
・

上
野
工
業
高
等
学
校
が
統
合

さ
れ
平
成
二
十
一
年
四
月
に

開
校
し
た
三
重
県
初
の
総
合

専
門
高
校
で
す
。
上
野
工
業

高
等
学
校
の
校
地
内
に
設
立

さ
れ
、
当
初
二
年
間
は
上
野

工
業
高
等
学
校
生
と
同
じ
学

舎
で
学
ん
で
い
ま
し
た
。

工
業
・
農
業
・
商
業
・
福

祉
の
四
大
学
科
の
枠
を
こ
え

た
、
七
学
科
十
三
コ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
て
い
る
学
校
で
す
。

︻
特
色
あ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
︼

一
　
コ
ー
ス
選
択

そ
の
特
色
は
、
入
試
の
時

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
既
に
、

将
来
の
夢
が
き
ま
っ
て
い
る

中
学
生
は
、
七
学
科
で
募
集

す
る
前
期
選
抜
で
、
ま
だ
将

来
の
夢
が
決
ま
っ
て
い
な
い

中
学
生
は
「
く
く
り
」
で
募

集
す
る
後
期
選
抜
で
受
検
し

て
い
ま
す
。
し
か
も
七
学
科

十
三
コ
ー
ス
の
「
く
く
り
」

募
集
で
す
。

入
学
後
、
生
徒
た
ち
は
二

学
期
制
で
学
び
、
前
期
に
教

科
「
産
業
技
術
基
礎
」
の

中
で
、
工
業
・
農
業
・
商

業
・
福
祉
の
十
三
コ
ー
ス
を

す
べ
て
体
験
し
自
ら
の
コ
ー

ス
を
決
定
し
ま
す
。
そ
し
て

後
期
よ
り
、
専
門
の
学
習
に

入
り
ま
す
。
様
々
な
産
業
を

学
ぶ
事
を
通
じ
、
入
学
後
学

ぶ
コ
ー
ス
を
決
め
て
い
く
学

校
で
す
。
後
期
選
抜
で
入
学

し
た
あ
る
生
徒
は
言
い
ま
し

た
﹁
私
に
は
入
り
た
い
コ
ー

ス
と
夢
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
言
葉
で
し
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
、
体
験
し
た
く

て
後
期
で
受
検
し
ま
し
た
。

体
験
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

自
分
に
は
何
が
向
い
て
い
る

の
か
、
自
分
の
本
当
の
夢
が

見
つ
か
っ
た
気
が
し
ま
す
﹂

こ
の
生
徒
は
、
最
初
考
え
て

い
た
コ
ー
ス
と
ま
っ
た
く
違

う
分
野
の
コ
ー
ス
に
入
り
活

躍
し
て
い
ま
す
。

二
　
総
合
選
択
制

自
分
の
進
路
希
望
に
あ
わ

せ
て
、
ど
の
コ
ー
ス
か
ら
も

大
学
進
学
に
対
応
し
た
科

目
、
専
門
性
を
深
化
さ
せ
る

科
目
、
地
域
の
産
業
に
関
わ

る
科
目
な
ど
が
選
択
で
き
る

総
合
選
択
制
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

三
　
伊
賀
版
﹁
デ
ュ
ア
ル
シ

ス
テ
ム
﹂

「
伊
賀
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス

テ
ム
」
と
称
し
、
全
て
の
学

科
の
希
望
生
徒
対
象
に
三
年

次
に
は
一
年
間
の
職
場
体
験

学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
「
夢
」
を

大
切
に
し
、
決
し
て
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
起
こ
る
こ
と
な

く
、
そ
の
「
夢
」
の
実
現
を

支
援
す
る
学
校
で
す
。

︻
活
発
な
部
活
動
︼

本
校
で
は
、
部
活
動
を
通

し
て
の
人
間
形
成
に
も
取
り

組
み
一
年
次
生
は
全
員
加
入

し
て
い
ま
す
。礼
儀
正
し
さ
、

人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
・
人
間

関
係
形
成
能
力
な
ど
、
そ
こ

か
ら
得
る
も
の
も
多
く
、
上

野
工
業
高
校
時
代
か
ら
全
国

駅
伝
の
常
連
校
で
あ
る
陸
上

競
技
部
を
始
め
、
運
動
部
・

文
化
部
が
統
合
前
の
伝
統
を

受
け
継
ぎ
各
方
面
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

︻
変
わ
っ
て
い
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
︼

上
野
工
業
高
等
学
校
と
の

併
設
二
年
間
は
、
同
一
敷
地

内
で
学
ぶ
両
校
生
徒
の
こ
と

を
考
え
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
は
一

体
と
し
て
、
役
員
も
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
選
出
さ
れ
運
営
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
ま
で
、
三
校
で
実

施
し
て
い
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
新
校
と
し

て
の
特
色
を
徐
々
に
出
し
て

き
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
教
育
活
動
へ
の

関
心
も
高
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
総
会
終
了
後
、
一
年
次

生
は
コ
ー
ス
選
択
に
つ
い

て
、
二
、
三
年
次
生
は
、
進

路
指
導
に
つ
い
て
懇
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
会
場

一
杯
に
な
る
熱
気
あ
ふ
れ
た

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

授
業
参
観
の
際
に
は
、
教
室

に
入
り
き
れ
な
い
ク
ラ
ス
も

出
て
き
ま
し
た
。

役
員
会
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
、
活
き
活
き
と
学
校
生

活
が
過
ご
せ
る
よ
う
様
々
な

意
見
が
だ
さ
れ
ま
す
。
そ
の

決
定
を
受
け
、︿
総
務
部
﹀・

︿
体
育
・
文
化
部
﹀・︿
厚
生
・

指
導
部
﹀・︿
広
報
部
﹀・︿
会

計
部
﹀
に
分
か
れ
た
委
員
会

活
動
も
活
発
に
活
動
し
、
役

員
・
委
員
の
み
な
ら
ず
全
会

員
に
声
を
か
け
な
が
ら
進
め

て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た

め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
一
緒
に

通
学
電
車
に
乗
り
な
が
ら
の

声
か
け
・
挨
拶
、
文
化
祭
に

は
模
擬
店
出
店
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
は
生
徒
に
豚
汁
を
振

る
ま
う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
「
笑
顔
」
を
見
る
た
め
自

主
的
に
多
く
の
保
護
者
が
参

加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

三
重
県
立
伊
賀
白
鳳
高
等
学
校

「
夢
を
実
現
で
き
る
た
め
の
教
育
シ
ス
テ
ム
」

　
　
〜
「
力
」
と
「
志
」
を
も
っ
た
職
業
人
の
育
成
〜

「青春白書全国か らの便り
―輝く姿がこ こにある」vol.１１

未来を見つめ、夢を追い求め、ひたすらに頑張る子どもたち。
その子どもたちを熱意をもって導く先生たち、

そしてＰＴＡの仲間の姿をお伝えします。

働くことを通じて学んでいます！

体育祭組体操！

ファイト！全国で力走！！

生徒に負けません　文化祭模擬店出店

マ
ラ
ソ
ン
大
会
後
の
豚
汁
。
こ
こ
ろ
と

体
が
温
ま
る
触
れ
合
い
の
機
会
で
す
。
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︻
学
校
の
概
況
︼

大
分
県
の
お
へ
そ
（
真
ん

中
）
に
位
置
す
る
本
校
は
、

湯
布
院
温
泉
で
有
名
な
由
布

市
に
あ
る
唯
一
の
県
立
高
校

で
す
。
平
成
二
十
年
一
月
の

「
後
期
再
編
整
備
計
画
」
素

案
発
表
で
廃
校
の
方
向
性
が

出
さ
れ
た
も
の
の
、
由
布
市

の
三
つ
の
中
学
校（
湯
布
院
、

庄
内
、
挾
間
）
と
の
間
に
連

携
型
中
高
一
貫
教
育
を
導
入

し
て
、
地
域
の
子
ど
も
を
由

布
高
校
に
と
い
う
由
布
市
民

の
熱
意
に
よ
り
、
同
年
八
月

存
続
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。校
訓
は「
誠
実
・
友
愛
・

努
力
」、
ク
ラ
ス
数
は
九
ク

ラ
ス
、
生
徒
数
は
三
四
〇
名

で
す
。
自
然
豊
か
な
環
境
の

中
、
生
徒
と
教
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
勉
強
や
部
活
動
に

生
き
生
き
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
と
連

携
し
た
活
動
も
盛
ん
で
、
平

成
二
十
三
年
度
か
ら
導
入
さ

れ
る
連
携
型
中
高
一
貫
教
育

を
基
盤
に
、「
地
域
に
信
頼
・

期
待
・
愛
さ
れ
る
学
校
」
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

︻
特
色
あ
る
教
育
活
動
︼

（１）
少
人
数
指
導
と
コ
ー
ス
制

一
学
年
は
四
ク
ラ
ス
、
二

学
年
は
三
ク
ラ
ス
の
入
学
定

員
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
ク

ラ
ス
三
十
人
程
度
の
五
ク
ラ

ス
、四
ク
ラ
ス
に
再
編
成
し
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

す
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
全
学
年
に
お

い
て
、
数
学
・
英
語
・
商
業

な
ど
の
授
業
で
テ
ィ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
実
施
し
、

少
人
数
指
導
に
よ
っ
て
き
め

細
か
な
指
導
を
行
い
、
進
学

力
・
就
職
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
年
次
か
ら
の
四

つ
の
コ
ー
ス
（
国
公
立
大
学

進
学
重
点
、
総
合
進
学
、
情

報
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
）
を
活

用
し
て
、
進
学
か
ら
就
職
ま

で
生
徒
の
幅
広
い
進
路
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
来
年
度

か
ら
新
設
さ
れ
る
観
光
コ
ー

ス
で
は
、
学
校
設
定
科
目
の

「
観
光
学
」「
観
光
地
理
」
な

ど
を
学
び
ま
す
。
創
造
力
・

企
画
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
育
み
、「
由
布
市
の

新
し
い
街
づ
く
り
」に
つ
い
て

提
言（
研
究
発
表
）を
行
う
こ

と
を
通
し
て
、
地
域
振
興
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

（２）
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

生
徒
が
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
は
、
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
高
齢
者
施

設
の
清
掃
活
動
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
生
徒
が
交
通

安
全
の

タ
ス
キ

を
肩
に

か

け
、

ド
ラ
イ

バ
ー
に

安
全
運

転
を
呼

び
か
け

る
活
動

で

す
。

高
齢
者
施
設
で
は
、
入
所
者

の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
清

掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
社
会

奉
仕
の
精
神
を
養
う
だ
け
で

な
く
、
社
会
生
活
に
必
要
な

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
て
い
ま
す
。

︻
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
︼

（１）
多
彩
な
活
動

地
域
に
一
つ
の
高
校
と
い

う
こ
と
、
さ
ら
に
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
保

護
者
の
学
校
へ
の
関
心
は
、

由
布
高
校
の
行
く
末
に
ま
で

及
ぶ
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
み
ん
な
で
由
布
高
を

盛
り
立
て
よ
う
」
と
い
う
熱

い
気
持
ち
が
随
所
に
感
じ
ら

れ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
二
年
前
に

「
お
や
じ
の
会
」
が
発
足
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
除
草
作
業
や

門
松
作
り
に
「
お
と
う
ち
ゃ

ん
の
力
」
を
学
校
に
注
い
で

く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

龍
祭
（
文
化
祭
）、
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
（
持
久
走
大
会
）
で

は
、
名
物
「
大
龍
鍋
」
の
炊

き
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

数
百
人
分
の
豚
汁
の
炊
き
出

し
は
、
野
菜
や
味
噌
の
提
供

か
ら
下
ご
し
ら
え
と
、
準
備

段
階
か
ら
活
気
あ
ふ
れ
る
行

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（２）
由
布
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と

の
連
携

「
爽
や
か
さ
『
笑
顔
・
挨

拶
・
身
だ
し
な
み
』」
を
モ
ッ

ト
ー
と
す
る
生
活
指
導
の
一

環
と
し
て
、
由
布
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
と
連
携
し
て
、
全
市

一
斉
「
見
守
り
登
校
指
導
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
本
校
と

由
布
市
三
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
者
及
び
教
職
員
約
二
百

名
が
、
早
朝
か
ら
通
学
路
に

立
ち
、
挨
拶
運
動
や
身
だ
し

な
み
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
中
学
生
の
保
護

者
を
中
心
に
、
広
く
市
民
に

本
校
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
い
、
由
布
市
三
中
学
校
か

ら
の
入
学
者
数
を
確
保
す
る

た
め
に
、「
由
布
高
等
学
校

振
興
大
会
」
を
由
布
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
が
主
催
し
て
い
ま

す
。
市
長
挨
拶
、
管
理
職
に

よ
る
由
布
高
校
説
明
に
続

き
、
保
護
者
及
び
生
徒
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
表
さ
れ
、

中
高
一
貫
教
育
に
向
け
た
取

組
や
成
果
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
活
動

を
通
じ
て
、
私
た
ち
由
布
高

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
と
つ
な
が
り
、
子
ど
も

た
ち
の
そ
ば
で
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
つ
つ
あ
る
学

校
を
力
強
く
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
分
県
立
由
布
高
等
学
校

　
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
を
基
盤
に
、

地
域
振
興
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
　

「青春白書全国か らの便り
―輝く姿がこ こにある」vol.１１

未来を見つめ、夢を追い求め、ひたすらに頑張る子どもたち。
その子どもたちを熱意をもって導く先生たち、

そしてＰＴＡの仲間の姿をお伝えします。

交通安全キャンペーン

高齢者施設の清掃活動

「おやじの会」による門松作り

名物「大龍鍋」の炊き出し

全市一斉「見守り登校指導」

「由布高等学校振興大会」
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こ
こ
数
年
の
夏
の
暑
さ
は

た
い
へ
ん
厳
し
く
、
特
に
今

年
の
夏
は
、
記
録
的
な
猛
暑

に
見
舞
わ
れ
た
。高
校
生
は
、

こ
の
暑
さ
の
中
、
空
調
の
な

い
教
室
で
の
勉
強
に
支
障
は

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
耐

震
化
工
事
等
に
予
算
が
割
か

れ
、
税
収
も
減
少
し
、
公
費

で
の
空
調
設
備
の
設
置
は
難

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
の

一
つ
に
、『
教
育
環
境
の
整
備

促
進
』
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

文
字
通
り
、『
整
備
の
促
進
』

で
あ
り
、『
整
備
』
す
な
わ
ち

『
空
調
設
備
の
設
置
』
そ
の
も

の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
全

国
各
地
で
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
努
力
に
よ
り
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
る
が
『
保
護
者
負
担

に
よ
る
空
調
設
備
の
設
置
』

が
確
実
に
進
ん
で
い
る
。
そ

し
て
、
同
時
に
設
置
が
困
難

な
学
校
も
数
多
く
存
在
し
、

新
た
な
課
題
も
浮
か
び
上

が
っ
て
き
て
い
る
。
今
回
の

シ
リ
ー
ズ
視
点
は
、こ
の『
空

調
設
備
の
設
置
』
に
つ
い
て

取
り
上
げ
て
み
た
。

全
高
Ｐ
連
の
調
査
広
報
委

員
会
で
は
、
平
成
十
七
年
度

に
「
公
立
高
校
に
お
け
る
空

調
設
備
設
置
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
会
報

五
十
五
号（
平
成
十
八
年
九

月
発
行
）
で
そ
の
概
要
を
報

告
し
て
い
る
。
ま
た
、
過
去

に
お
い
て
も
、
会
報
四
十
六

号
で
「
い
ち
早
く
公
費
に
よ

る
設
置
を
実
施
し
た
大
阪

府
、
京
都
市
の
例
」
を
、
会

報
五
十
号
で
「
中
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
に
お
け
る
実
態
調
査

結
果
」
を
報
告
し
て
い
る
。

こ
れ
を
見
て
も
「
空
調
設
備

設
置
」
が
私
た
ち
に
と
っ
て

い
か
に
重
大
な
関
心
事
で
あ

る
か
が
よ
く
わ
か
る
。

さ
て
、
会
報
五
十
五
号
で
の

報
告
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
七

年
度
時
点
で
、
す
べ
て
公
費

で
普
通
教
室
の
空
調
設
備
の

設
置
を
完
了
し
て
い
る
自
治

体
は
、
前
出
の
大
阪
府
、
京

都
市
以
外
に
は
ほ
ん
の
数
ケ

所
で
、
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。

そ
し
て
、
設
置
率
〇
％
と
い
う

自
治
体
も
見
受
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
報
告
の
最
後

に
は
、
東
京
都
議
会
で
都
Ｐ

連
か
ら
提
出
さ
れ
た

｢

早
急

な
空
調
設
備
設
置
に
つ
い
て

の
請
願
」
が
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
、
設
置
に
向
け
具
体

的
に
動
き
出
し
た
こ
と
が
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
平

成
二
十
年
度
ま
で
に
全
校
で

設
置
が
完
了
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
切
実
な
要
望

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
費
で

の
設
置
が
見
込
め
な
い
多
く

の
自
治
体
で
は
、
や
む
を
得

ず
「
保
護
者
負
担
に
よ
る
設

置
」
の
許
可
を
求
め
る
声
が

い
っ
そ
う
大
き
く
な
っ
て

い
っ
た
。
学
校
教
育
法
や
地

方
財
政
法
な
ど
の
規
定
が
あ

る
中
、
こ
の
〝
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
声
〟

が
徐
々
に
行
政
を
動
か
し
て

行
き
、
受
益
者
負
担
の
観
点

か
ら
正
式
に
許
可
す
る
自
治

体
も
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。

今
回
、
こ
の
記
事
を
書
く

に
あ
た
り
、
い
く
つ
か
の
県

の
設
置
状
況
を
聞
取
り
調
査

し
た
が
、
あ
る
県
で
は
、
平

成
十
七
年
度
時
点
で
の
設
置

は
わ
ず
か
二
校
。
交
通
機
関

の
騒
音
問
題
を
抱
え
る
高
校

だ
け
が
公
費
で
設
置
さ
れ
て

い
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
前

か
ら
も
、
県
へ
の
予
算
要
望

の
機
会
に
は
最
重
要
項
目
の

ひ
と
つ
と
し
て
、「
公
費
で

の
空
調
設
備
の
設
置
」
を
お

願
い
し
て
き
た
そ
う
だ
。
特

に
昨
年
か
ら
は
「
暖
房
器
具

の
老
朽
化
が
著
し
く
、
徐
々

に
故
障
も
多
く
な
り
、
修
理

し
よ
う
に
も
交
換
部
品
も
な

い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
例

年
以
上
に
声
を
大
に
し
て
熱

望
し
て
き
た
。
し
か
し
、
残

念
な
が
ら
、
設
置
に
は
至
っ

て
い
な
い
そ
う
で
あ
る
。
こ

れ
は
全
国
的
に
見
て
も
同
様

な
状
況
の
よ
う
で
あ
る
。

や
や
特
異
な
例
か
も
し
れ

な
い
が
、
わ
が
愛
知
県
で
も

様
々
な
経
緯
を
経
て
、
今
年

七
月
末
に
は
、
九
十
校
、
設

置
率
約
六
〇
％
ま
で
に
至
っ

て
い
る
。
設
置
率
が
わ
ず
か

一
％
で
あ
っ
た
平
成
十
七
年

の
調
査
か
ら
た
っ
た
五
年
。

し
か
も
こ
れ
は
す
べ
て
、
保

護
者
負
担
に
よ
る
も
の
。
こ

の
急
激
な
増
加
は
、
い
か
に

空
調
設
備
の
設
置
が
求
め
ら

れ
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い

る
。
来
年
度
も
さ
ら
に
設
置

が
進
む
こ
と
だ
ろ
う
。ま
た
、

こ
の
空
調
は
生
徒
と
同
様
に

先
生
方
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
て

い
る
。
生
徒
の
集
中
力
が
増

し
、
指
導
し
や
す
く
な
る
だ

け
で
な
く
、
授
業
ご
と
に
下

着
を
交
換
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
先
生
方
の
健
康
に
も
貢
献

し
て
い
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
設
置
す
る
学

校
が
増
え
る
一
方
で
、「
保
護

者
の
意
見
を
ま
と
め
き
れ
な

い
」、
あ
る
い
は
「
そ
も
そ
も

保
護
者
負
担
で
は
と
て
も
無

理
」
と
い
う
学
校
も
数
多
い
。

先
日
、
私
立
高
校
の
校
長

先
生
と
お
話
し
す
る
機
会
を

得
た
。
空
調
設
備
は
二
十
年

近
く
前
か
ら
完
備
し
て
い
る

と
言
う
。「
公
立
高
校
も
空

調
設
備
の
設
置
を
も
っ
と
進

め
て
下
さ
い
。
耐
震
化
だ
っ

て
遅
す
ぎ
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

頑
張
っ
て
下
さ
い
。」
と
叱

咤
激
励
を
い
た
だ
い
て
し

ま
っ
た
。
そ
し
て
、「
私
は
私

学
の
校
長
で
す
が
、公
立
だ
っ

て
同
じ
高
校
生
。
教
育
者
と

し
て
、
高
校
生
に
は
少
し
で

も
良
い
環
境
で
学
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
よ
。」
と
も
。

「
保
護
者
負
担
で
進
む
空

調
設
備
の
設
置
」。
学
校
単

位
で
考
え
る
と
、
設
置
が
完

了
す
れ
ば
、
一
旦
は
解
決
し

た
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
大

き
な
視
点
で
捉
え
て
み
る

と
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
問
題

が
山
積
み
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
我
々
の
積
極

的
な
取
り
組
み
も
不
可
欠
だ

ろ
う
。
設
置
や
稼
動
条
件
の

緩
和
を
行
政
に
働
き
か
け
た

り
、
未
設
置
校
へ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
提
供
な
ど
、
少
し
ず
つ

で
も
状
況
を
変
え
る
余
地
が

あ
る
よ
う
に
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
、
全
国
の
状

況
を
把
握
、
分
析
し
、
す
べ

て
の
高
校
生
が
快
適
に
学
べ

る
環
境
づ
く
り
に
力
を
合
わ

せ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
聞
取
り
調
査
で

こ
ん
な
意
見
も
お
聞
き
し
た

の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。

「
う
ち
の
学
校
は
ス
ポ
ー

ツ
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ア

ス
リ
ー
ト
は
体
を
冷
や
し
て

は
い
け
な
い
の
で
、
空
調
設

備
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。」

「
卒
業
後
の
就
職
先
が
、

空
調
完
備
の
と
こ
ろ
と
は
限

ら
な
い
。
わ
が
子
に
は
、
ど

ん
な
と
こ
ろ
で
も
力
強
く
生

き
て
い
っ
て
ほ
し
い
の
で
、

設
置
に
は
反
対
で
す
。」

確
か
に
…
。

　
保
護
者

負
担
で
進
む

空
調
設
備
の
設
置

編
集
後
記

皆
さ
ん
は
、
全
高
Ｐ
連
の

マ
ー
ク
の
意
味
を
ご
存
知
だ
ろ

う
か
。
こ
の
会
報
の
一
ペ
ー
ジ
、

見
出
し
の
頭
に
あ
る
マ
ー
ク
だ
。

「
全
高
Ｐ
」
の
周
り
を
九
個
の

〝
Ｐ
〟
で
囲
っ
て
あ
る
。
こ
れ
は

全
国
九
の
ブ
ロ
ッ
ク
北
海
道
・

東
北
・
関
東
・
東
京
・
北
信
越
・

東
海
・
近
畿
・
中
四
国
・
九
州

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
仲
間
が
ひ
と
つ
に

な
っ
て
支
え
合
っ
て
い
こ
う
と

い
う
深
い
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
。
こ
れ
を
聞
き
、
私

も
急
に
愛
着
が
湧
い
て
き
た
。

（
調
査
広
報
委
員
会
　
長
坂
光
司
）

シ
リ
ー
ズ

　
点
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子どもたちの明日を守る

主な高額支払い事案＜単位：千円＞

年度 支払い保険金 事故内容

１６年度 ２３，７２７
自転車で登校中、散歩中の女性と正面衝突し、後頭部
を強打させ、重傷を負わせた。

１７年度 ４８，４９５
広場で打ち上げ花火をしている途中、友人に向かって
花火を発射し、顔面に直撃し片目を失明させた。

１８年度
４１，２４９

自転車で買い物に外出して帰宅する途中、路上におい
て対向方向からきた歩行者と衝突して転倒させ頭部に
外傷を負わせた。

３６，２８１
自転車で坂道を下っていたとき第三者と衝突転倒負傷
させ、後遺障害を負わせた。

１９年度 ３９，２４６
バイト帰りに自転車で走行中、散歩中の男性をはね、
死亡させた。

２０年度 １２，８８３
自転車で走行中、被害者（高齢者）に衝突し、死亡さ
せた。

全国の高校生の２．０７人に１人、
高校の２．２２校に１校が加入しています。

晴れの日の事故が約７割を占める
事故が多いのは新しい学年に慣れてきた６月と行事シーズンの１１月の事故が多い！

～賠償責任補償制度運営委員会～

賠
償
補
償
制
度
の
理
念
は
⋮

高
校
生
の
生
活
環
境
の
中

に
潜
む
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
性

や
、
社
会
環
境
の
変
化
に
伴

い
、
期
せ
ず
し
て
今
、
過
失

事
故
で
加
害
者
と
な
っ
て
し

ま
う
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て

い
ま
す
。

高
校
生
が
加
害
者
に
な
っ

た
場
合
の
補
償
の
重
要
性
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
一
年
に

会
長
諮
問
委
員
会
か
ら
出
さ

れ
た
答
申
を
受
け
、
総
合
補

償
制
度
委
員
会
が
発
足
し
、

翌
年
に
は
運
営
委
員
会
が
発

足
し
て
、
三
年
間
に
渡
り
真

摯
に
検
討
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、「
全
国
一

律
に
安
価
な
掛
け
金
で
高
い

補
償
を
す
る
」「
安
全
互
助

会
等
の
既
存
の
都
道
府
県
市

高
Ｐ
連
制
度
に
十
分
配
慮
す

る
」と
い
う
制
度
理
念
の
下
、

平
成
十
四
年
よ
り
、
本
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

自転車による重篤な事故が、
全国で多発しています！

校
生
の
社
会
活
動
の
機
会
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
増
加
し
て
い
く
状
況
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
加
害
者

と
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
加
害
者
と
な
れ
ば
、
中
に
は
高
額
の
賠
償

金
を
背
負
っ
て
し
ま
う
事
例
も
！
全
高
Ｐ
連
賠
償

責
任
補
償
制
度
は
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
将
来

を
支
援
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

高

過失事故で加害者となった
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健
全
育
成
委
員
会

委
員
長
　
揚
原
　
安
麿

い
よ
い
よ
委
員
会
事
業
も
後

半
に
入
り
、
具
体
的
な
展
開
を

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
「
高
校
生
実
態
調

査
」
は
全
国
四
十
五
校
の
約

四
〇
〇
〇
組
の
生
徒
と
保
護
者

を
対
象
に
回
答
を
お
願
い
し
ま

し
た
が
、
各
協
力
校
の
ご
理
解

と
協
力
に
よ
り
、
生
徒
は
ほ
ぼ

一
〇
〇
％
、
保
護
者
も
八
〇
％

を
超
え
る
回
収
率
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
木
原
雅

子
先
生
の
継
続
的
分
析
に
よ

り
、
今
年
の
テ
ー
マ
「
学
習
意

欲
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
、
よ

り
信
頼
度
の
高
い
結
果
が
レ

ポ
ー
ト
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
分
析
と
報
告
を
生
で
お

聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、
全
国

五
ケ
所
で
行
っ
て
い
る
地
区
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
最
終
的
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
結
果
も
含
め
、
報
告
書

と
し
て
各
校
に
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
是
非
、
単
Ｐ
で
の
活
動

や
討
論
会
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
薬
物
乱
用
防
止
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
」
も
、
よ
り
わ
か

り
や
す
く
を
目
指
し
て
順
調
に

改
訂
を
進
め
て
い
ま
す
。
来
年

度
配
布
用
の
仕
上
が
り
を
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

進
路
対
策
委
員
会
報
告

委
員
長
　
池
内
　
勝
彦

第
四
回
「
高
校
生
と
保
護
者

の
進
路
に
対
す
る
意
識
調
査
」

を
ご
存
知
で
す
か
？
お
読
み
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

全
高
Ｐ
連
で
は
二
年
に
一
度

リ
ク
ル
ー
ト
社
と
共
同
で
、
高

校
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し
て

①
親
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
実
態
②
進
学
に
関
す
る
考
え

③
働
く
こ
と
に
関
す
る
考
え
④

進
路
に
ま
る
わ
る
期
待
と
不
安

⑤
家
庭
教
育
と
自
立
意
識
⑥
保

護
者
の
動
き
と
学
校
へ
の
要
望

に
つ
い
て
の
意
識
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
第
四
回
の
報
告
書

は
、
皆
さ
ん
の
学
校
に
配
布
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
都
道
府
県
市

の
会
長
の
皆
さ
ま
に
は
、
会
長

会
議
等
で
内
容
を
ご
報
告
し
高

い
評
価
を
頂
い
て
お
り
ま
す

が
、残
念
な
が
ら
単
Ｐ
の
会
長
、

役
員
そ
し
て
保
護
者
の
皆
さ
ま

に
は
、
な
か
な
か
調
査
結
果
を

ご
覧
い
た
だ
け
て
い
な
い
現
状

が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

難
し
さ
、
子
ど
も
か
ら
見
た
保

護
者
の
か
か
わ
り
方	

に
つ
い

て
な
ど
、
参
考
に
な
る
情
報
が

多
々
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご

活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研
修
委
員
会

委
員
長
　
松
本
　
衆
司

今
年
度
の
研
修
委
員
会
は
今

後
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
の
あ

り
方
・
も
ち
方
に
つ
い
て
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

を
第
一
義
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
第
二
回
の
委
員
会
は
、

東
京
の
全
国
大
会
を
振
り
返
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
実
行

委
員
長
の
所
感
の
後
、
研
修
委

員
会
で
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
悪
い
こ
と
ば
か
り
を
羅
列

し
、
マ
イ
ナ
ス
要
素
を
こ
じ
開

け
る
様
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
反
省

で
な
く
、
研
修
委
員
だ
か
ら
こ

そ
発
言
で
き
る
、
今
後
の
大
会

運
営
に
生
か
す
こ
と
の
出
来

る
、
前
向
き
な
意
見
の
応
酬
が

続
く
、
意
義
の
あ
る
委
員
会
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
を
列

記
す
る
と
、
紙
面
か
ら
溢
れ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
今
回
記
載

は
致
し
ま
せ
ん
が
、
全
国
各
地

か
ら
出
向
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
委
員
の
皆
様
の
、
そ
の
熱
い

想
い
が
、
充
分
に
出
さ
れ
た
委

員
会
で
は
な
か
っ
た
か
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

具
体
的
な
内
容
の
決
定
は
、

次
回
委
員
会
と
な
り
ま
す
が
、

今
の
時
代
に
即
し
た
申
送
り
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
、
力
を
注
ぎ

た
い
と
考
え
ま
す
。

調
査
広
報
委
員
会

委
員
長
　
榊
原
　
綾
子

前
号（
第
六
十
七
号
）の
中
で

掲
載
し
た
「W

h
at's	

全
高
Ｐ

連
」
は
、
全
高
Ｐ
連
の
組
織
や

活
動
を
、
広
く
会
員
の
皆
さ
ま

に
周
知
し
て
い
た
だ
く
の
に
有

効
で
あ
っ
た
と
の
意
見
が
多

く
、
今
後
も
よ
り
良
い
形
で

折
々
に
掲
載
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
次
年
度
に

か
け
て
の
活
動
と
し
て
、
タ
イ

ト
ル
「
全
高
Ｐ
連
会
報
」
の
改

訂
を
考
え
て
い
ま
す
。
字
体
や

タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
、
会
報
名
も

含
め
、
今
後
の
会
長
・
事
務
局

長
会
議
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る

な
ど
、
皆
様
の
ご
意
見
を
集
め

な
が
ら
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
今

号
の
シ
リ
ー
ズ
「
視
点
」
で
取

り
上
げ
た
学
校
に
お
け
る
「
空

調
設
備
」
に
つ
い
て
は
、
学
校

が
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
と

し
て
適
し
た
環
境
に
あ
る
か
、

と
い
う
点
で
、
今
後
も
調
査
等

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
東
京
大
会
の
特
集

号
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
感
動
し
た
大
会
を
思
い

だ
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
ご
意
見
、
ご
感
想

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
長
・
事
務
局
長
会
議
報
告

事
務
局
長
　
北
沢
　
好
一

平
成
二
十
二
年
度
第
一
回
会
長
・
事
務
局
長
会
議

が
九
月
二
十
五
日（
土
）・
二
十
六
日（
日
）
に
ホ
テ

ル
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
五
日
は
午
前
中
に
第
二
回
常
置
委
員
会
（
健

全
育
成
委
員
会
・
進
路
対
策
委
員
会
・
調
査
広
報
委

員
会
・
研
修
委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
、
午
後
の
会
議

及
び
翌
日
の
会
長
・
事
務
局
長
会
議
で
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
午
後
に
は
、
第
二
回
総
務
委
員
会
を
受
け

て
開
か
れ
た
第
三
回
理
事
会
で
、
一
般
社
団
法
人
移

行
準
備
に
つ
い
て
、
全
高
Ｐ
連
六
十
周
年
デ
ー
タ
整

理
と
保
存
に
つ
い
て
、
現
行
定
款
の
一
部
修
正
に
つ

い
て
、
平
成
二
十
六
年
全
国
大
会
が
福
井
県
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
協
議
・
報
告
さ
れ
、

す
べ
て
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

翌
二
十
六
日
は
会
長
・
事
務
局
長
会
議
が
開
催
さ

れ
、
会
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
文
部
科
学
省
社
会

教
育
課
長
塩
見
み
づ
枝
氏
（
写
真
）
の
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
公
立
高
校
授
業
料
無
償
化
及
び
今
後
の
学
級

編
成
と
教
職
員
定

数
改
善
の
動
き
な

ど
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
会
議
で

は
、
主
な
項
目
と

し
て
一
般
社
団
法

人
移
行
準
備
の
進

捗
状
況
と
、
賠
償

責
任
補
償
制
度
で

の
事
故
概
況
と
支

払
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し

た
。

各 委 員 会 報 告


